
北区岩淵町を起点とし足立区、葛飾区、墨田区、江東

区、江戸川区を流れて東京湾に注ぐ、全長約22km、川

幅455m～582mの放水路を人工の大河として開削す

ることになりました。放水路の用地は当時ほとんどが田

畑でしたが、開削工事で約1,300世帯の周辺住民が移

転したといいます。

　現在のような重機がまだ無い時代のため、初期の掘削

は大半が人力で行われました。その後、大正3（1914）

年に勃発した第一次世界大戦の影響もあり技術力が急

速に発達、蒸気掘削機と蒸気機関車を組み合わせた機

械掘削も取り入れたとのことです。鉄道や

道路の橋梁も多数架橋され、常磐線、総

武線、東武線、京成押上線の鉄道4橋、

道路13橋が架橋されました。

　通水の前年の大正12（1923）年9月

1日に関東大震災が発生、造成中の堤防

等も大きな被害を受けたということです。

荒川放水路が正式に完成したのは通水

開始から6年後の昭和5（1930）年でした。

　昭和20年（1945）年の敗戦から間もな

い昭和22（1947）年のカスリーン台風をは

じめ、多くの台風が関東地方を襲い大きな

被害は出ましたが、荒川放水路の西（都心）

側は洪水の被害を免れました。その後もた

びたび水害は発生しましたが、都心方面が

被害を受けることはなく、荒川放水路開削

の効果が発揮されました。

　令和6（2024）年10月12日は、荒川放水路通水100

年にあたります。荒川は隅田川の上流にあたり、その名

のとおり荒い暴れ川で、昔からたびたび洪水を起こしてき

ました。明治時代には流域で多くの工場が操業するよう

になり人口も急増したため、洪水の発生時には被害が

深刻でした。特に明治43（1910）年8月、梅雨前線と

台風が重なる大雨で関東平野全体が水につかり死者

369人、被災者約150万人と、当時としては空前の大災

害（明治43年大水害）が発生しました。

　このため、東京都心部を水害から守るために、現在の
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都心を水害から守る荒川放水路

図　千代田区と放水路開削前・後の隅田川、荒川の位置

　国土交通省（関東地方整備局）荒川下流河川事務

所が作成したシミュレーション地図によれば荒川放水路

が開削されなければ、隅田川の氾濫により神田地区一

帯が浸水被害を受けたということです。

　なお、昭和39（1964）年の河川法改正により荒川放

水路が荒川の本流になり、隅田川は荒川水系の一級河

川になりました。

　現在の荒川は広 と々した緑の河川敷がスポーツやレ

クリエーション等に利用されています。また、首都直下地

震等で都心部が大きな被害を受け、鉄道や道路網が使

えなくなった場合に、人や物資を船舶で運ぶ役割も果た

します。荒川は千代田区から離れているため、区民にとっ

て縁遠い存在だと思いがちですが、千代田区民の安全

を守る大切な河川です。
※出典 :荒川放水路変遷誌（国土交通省荒川下流河川事務所）
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〈神田川・環七地下調整池〉

〈荒川放水路変遷誌〉 〈左記概要版〉

放水路（地下河川）とする構想もあります。
※出典 :神田川・環七地下調整池（東京都建設局）

　千代田区を流れる河川は神田川と分流する日本橋川

だけですが、徳川家康の入府当時は現在の日比谷公園

や大手町一帯は日比谷入江という海でした。また、幕末

まで神田には上野の不忍池よりはるかに大きいお玉が

池がありました。千代田区洪水ハザードマップを見ても

分かるように、千代田区は現在も洪水の被害を受ける可

能性があります。東京区部の東西にある2つの人口河川

の役割を忘れないようにしたいものです。

　東京23区の東部には千代田区等の都心部を水害か

ら守るもう一つの「放水路」があります。神田川水系（善

福寺川、妙正寺川等）が大雨で氾濫したときに備えて、

環状七号線の道路下に延長4.5km、内径12.5mの巨

大なトンネルを建設し、神田川水系の洪水約54万㎥を

貯留する施設です。この調整池は施設の規模が大きく、

全体の完成に時間がかかるため第一期、第二期に工事

を分けて整備しました。

　第一期工事は延長2.0kmの神田川取水施設のトン

ネルで昭和63（1988）年に着手、平成10（1998）年に

完成しました。善福寺川、妙正寺川の取水施設等を整

備する第二期工事も平成20（2008）年に完成しました。

　第一期工事完成前の平成5（1993）年の台風11号

による大雨では、3,117戸が浸水被害を受けましたが、

平成16（2004）年の台風22号で同程度の雨が降った

ときには浸水家屋は46戸に激減し、調整池が効果を発

揮しました。令和元（2019）年の台風19号では、総貯

水量約54万㎥の9割（約49万㎥）まで洪水を貯留し、

東京23区の浸水を防ぎました。将来は環状七号線地

下のトンネルを延伸し東京湾につなげることで、巨大な

神田川の洪水から都心を守る
環七通り地下の巨大なトンネル
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